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近年，様々な動物が家族の一員として受け入れられ，ヒトとコンパニオンアニマルとの関係がより密

接になるにつれて人畜共通感染症が社会問題としてクローズアップされてきた。その中でも猫は屋内外

を自由に生活しているものが多いため，種々の寄生虫に遭遇する機会が多くこれらを運び込む可能性が

高い。また犬はヒトと最も密接な関係にあるため，糞便または吐物中に消化管内寄生虫を発見し戸惑い

を感じるヒトは少なくない。消化管内寄生虫は猫や犬自身の健康状態に影響するばかりか，ヒトヘの感

染，傷害も報告されている。特に猫や犬の糞便とともに排泄された回虫卵は各地の公園砂場から検出さ

れており，小児への感染が危惧されている。このためたとえ猫や犬自身の健康を冒していなくとも，ヒ

トと猫や犬がより良い関係を維持し安心して暮らせる環境をつくるために，消化管内寄生虫の駆除は大

変重要なことである。

ドイツ・バイエル社は猫と犬の消化管内に寄生する主要な蠕虫すべての駆除を目的として，条虫・吸虫駆

除剤のプラジクアンテルと線虫駆除剤のパモ酸ピランテルを配合した猫用の「ドロンタール錠」に続いて，

本配合に線虫駆除剤のフェバンテルを追加配合した犬用の「ドロンタールプラス錠」の開発を開始した。こ

の検討中（1986年），Andrewsらはパモ酸ピランテルとフェバンテルを併用することにより線虫類に対して

相乗的に駆虫効果が発揮されることを見出し，他の組み合わせにおいてもその効果は減弱せず相加的に発現

することを確認した。

本邦では1995年に両剤の開発を開始し，毒性の相互作用の検討試験等を実施した結果，いずれも配合によ

る毒性の増強はみられず，既存の駆虫薬と比較して同等以上の駆虫効果を認め，安全性にも問題がないと判

断され，承認を受けるに至った。

ドロンタール錠およびドロンタールプラス錠とも1987年にそれぞれオランダおよびニュージーランドで承

認，発売されたのに続いて，ヨーロッパ諸国，アメリカなど世界各国で販売されている。

猫と犬の消化管内寄生蠕虫駆除剤
「ドロンタール錠」と「ドロンタールプラス錠」
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５．成分・分量/効能・効果/用法・用量

猫と犬の消化管内寄生蠕虫駆除剤「ドロンタール錠」と「ドロンタールプラス錠」
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ドロンタール錠およびドロンタールプラス錠とも，室温長期保存のみならず，温度，湿度および光による

苛酷条件下保存において経時的な変化は認められず，きわめて安定な製剤であると判断された。また，いず

れの分割した裸錠も加速試験の保存条件で１ヵ月間有効成分の含量に変化はないことから，分割投与した錠

剤の残余をそのまま保管した場合においても通常の室温条件では数力月以上品質を保つことができると考え

られた。

（バイエル社）

６．理化学的性質

７．製剤の安定性



-17-

相互作用の検討

ラット（ＳＤ系）を用いた，経口あるいは腹腔内投与によるプラジクアンテル，パモ酸ピランテルおよび

フェバンテル各単剤並びに各配合剤の急性毒性試験を行い，致死量による定量的側面および症状と剖検によ

る定性的側面からこれらの急性毒性における相互作用について比較検討した。その結果，プラジクアンテ

ル・パモ酸ピランテル合剤の毒性は相加的ないしわずかに拮抗的に発現し，プラジクアンテル・パモ酸ピラ

ンテル・フェバンテル合剤の毒性はやや拮抗的あるいは拮抗的に発現すると推定され，いずれの合剤におい

ても新たな毒性を示唆する変化は認められなかったことから，これらの配合により毒性の増強はないものと

推察された。

（畜産生物科学安全研究所，ドイツ・バイエル社）

（２）対象動物安全性

ドロンタール錠

猫における安全性に関して，プラジクアンテ

ル，パモ酸ピランテルとしてそれぞれ５，57.5

㎎/kgを基準量とする常用量の３倍量までの用量

の単回投与による試験，常用量の５倍量までの用

量の３日間連続投与による試験，子猫における試

験，並びに他剤との適合性試験が実施された。そ

の結果，投与に特に抵抗した猫にみられた流涎，

並びに高用量の反復投与により散見された嘔吐お

ドロンタールプラス錠

犬における安全性に関して，プラジクアンテ

ル，パモ酸ピランテル，フェバンテルとしてそれ

ぞれ５，14.4，15㎎/kgを基準量とする常用量の

10倍量までの用量の単回投与による試験，常用量

の６倍量までの用量の３日間連続投与による試

験，並びに妊娠犬および子犬（哺乳期を含む）に

おける試験が実施された。その結果，高用量投与

により散見された嘔吐を除き，副作用は認められ

猫と犬の消化管内寄生蠕虫駆除剤「ドロンタール錠」と「ドロンタールプラス錠」

８．安全性

（１）急性毒性

プラジクアンテル・パモ酸ピランテル合剤

（配合比0.5：5.75＊）の急性毒性

プラジクアンテル・パモ酸ピランテル・

フェバンテル合剤（配合比0.5：1.44：1.5＊）

の急性毒性
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よび流涎を除き，副作用は認められなかった。ま

た，約４週齢の子猫においても高用量投与による

嘔吐を除き，副作用は認められなかった。さら

に，各種動物用医薬品との併用投与においても十

分に忍容されたことから，子猫への投与並びに他

剤との適合性も含め，本剤の安全性に特に問題は

ないものと考えられた。

（畜産生物科学安全研究所，ドイツ・バイエル

杜，南アフリカ・バイエル社）

なかった。また，妊娠犬の繁殖成績および子犬の

成長に影響はみられなかったことから，妊娠犬お

よび子犬への投与も含め，本剤の安全性に特に問

題はないものと考えられた。

（畜産生物科学安全研究所，南アフリカ・Roode-

plaat研究所，ドイツ・バイエル社，オーストラ

リア・バイエル社）

（２）用量設定と駆虫効果

ドロンタール錠

用量設定は，プラジクアンテルの猫に寄生する

円葉目条虫（瓜実条虫，猫条虫等）の駆除のため

の基本用量５㎎/kgとパモ酸ピランテルの猫に寄

ドロンタールプラス錠

用量設定は，プラジクアンテルの犬に寄生する

円葉目条虫（瓜実条虫等）の駆除のための基本用

量５㎎/kgとパモ酸ピランテル・フェバンテル配

９．効力薬理

（１）作用機序
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生する猫回虫および猫鉤虫に対する駆除効果試験

の公表文献より判断された至適用量57.6㎎/kgを

基準として組み合わせて行われた。

駆虫効果は，猫回虫，猫鉤虫，瓜実条虫および

テニア属条虫（猫条虫等）に対し，個体試験法あ

るいはＥＰＧ測定法または虫体排出の有無によ

り，プラジクアンテル，パモ酸ピランテルとして

それぞれ５，57.5㎎/kgの用量で単回経口投与し

て試験された。その結果，猫に寄生するこれらの

蠕虫に対してそれぞれ89.9～100％，80.O～100

％，100％および100％の駆虫率を示し，本剤の薬

効が確認された。

（アメリカ・Ｒ.Ｒ.３，ドイツ・バイエル社）

合剤の犬に寄生する犬回虫，犬鉤虫および犬鞭虫

の駆除のための基本用量14.4・15㎎/kgを組み合

わせて行われた。

駆虫効果は，犬回虫，犬鉤虫，犬鞭虫および

瓜実条虫に対し，個体試験法あるいは群試験法

により，プラジクアンテル，パモ酸ピランテ

ル，フェバンテルとしてそれぞれ５，14 . 4，

15mg/kgの用量で単回経口投与して試験された。

その結果，犬に寄生するこれらの蠕虫に対して

それぞれ83.3～100％，87.2～100％，63.3～

98.4％および100％の駆虫率を示し，本剤の薬効

が確認された。

（ドイツ・バイエル社）

ドロンタール錠

血中濃度測定は，猫６頭にプラジクアンテ

ル，パモ酸ピランテルとしてそれぞれ５，57.5

㎎/kgの用量で単回経口投与して行われた。その

結果，プラジクアンテルは投与後30分～８時間

に0.05～0.41μg/gが検出され，概ね６時間に定

量限界（0.05μg/g）以下となった。ピランテル

は投与後１～８時間に0.05～0.27μg/gが検出さ

れ，概ね８時間に定量限界（0.05μg/g）以下と

なった。

（ドイツ・バイエル社）

ドロンタールプラス錠

血中濃度測定は，犬６頭にプラジクアンテル，

パモ酸ピランテル，フェバンテルとしてそれぞれ

５，14.4，15㎎/kgの用量で単回経口投与して行

われた。その結果，プラジクアンテル，ピランテ

ルおよびフェバンテルの代謝物フェンベンダゾー

ルは投与後２～４時間に最高血中濃度を示し，24

時間には検出限界値（0.02μg/g）あるいはそれ

以下となった。フェバンテルは投与後90分～４時

間に0.02～0.03μg/gが１頭から検出された他は

検出限界（0.02μg/g）以下であった。

（畜産生物科学安全研究所）

猫と犬の消化管内寄生蠕虫駆除剤「ドロンタール錠」と「ドロンタールプラス錠」

10．体内動態
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ドロンタール錠

試験は猫回虫，猫鉤虫，瓜実条虫および猫条

虫の感染が確認された猫それぞれ141例，15例，

162例および4例，計322例（280頭）について実

施された。駆虫効果の判定は投薬後の虫卵，片

節または卵嚢の有無により行った。その結果，

本剤の1錠/4kgの単回経口投与によりそれぞれ

100％，86.7％，99.3％および100％の有効率が

得られ，これらの蠕虫に対して高い駆除効果を

示すことが明らかとなった。一方，線虫類用の

対照薬剤としたアジピン酸ピペラジンは猫回虫

に対して88.9％，条虫類用の対照薬剤とした塩

酸ブナミジンは瓜実条虫に対して96.4％の有効

ドロンタールプラス錠

試験は犬回虫，犬鉤虫，犬鞭虫および瓜実条

虫の感染が確認された犬それぞれ158例，74例，

87例および118例，計437例（362頭）について実

施された。駆虫効果の判定は投薬後の虫卵，片

節または卵嚢の有無により行った。その結果，

本剤の1錠/10kgの単回経口投与によりそれぞれ

97.2％，100％，95.8％および100％の有効率が

得られ，これらの蠕虫に対して高い駆除効果を

示すことが明らかとなった。一方，線虫類用の

対照薬剤としたフルベンダゾールおよび条虫類

用の対照薬剤とした塩酸ブナミジンはそれぞれ

85.7％，100％，66.7％および87.5％の有効率

11.臨　床

血中濃度の推移

薬物動態学的パラメータ
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率で，犬回虫に対する本剤の効果が有意に高かっ

た。また，本剤はこれら蠕虫の混合感染例に対し

ても寄生虫種数およびその組み合わせを問わず単

独感染と同等の効果を示した。なお，本剤の投与

による副作用はまったく認められず，安全性につ

いても問題のないことが確認された。（日本獣医

畜産大学，鳥取県動物臨床医学研究所，茶屋ヶ坂

ゼミナール）

で，犬回虫，犬鞭虫および瓜実条虫に対する本

剤の効果が有意に高かった。また，本剤はこれ

ら蠕虫の混合感染例に対しても寄生虫種数およ

びその組み合わせを問わず単独感染と同等の効

果を示した。なお，本剤の投与による副作用は

まったく認められず，安全性についても問題の

ないことが確認された。

（日本獣医畜産大学，鳥取県動物臨床医学研究

所，茶屋ヶ坂ゼミナール）

猫と犬の消化管内寄生蠕虫駆除剤「ドロンタール錠」と「ドロンタールプラス錠」

寄生蠕虫種別の効果－他剤との比較－

寄生蛹虫の構成別の効果＊


